令和8年度第5回品質管理会議議事録
	日時
	令和8年9月18日（金）　14時00分～16時00分

	場所
	本社ビル　6階　第3会議室

	出席者
	品質保証部長　○○ ○○
品質保証部　○○ ○○、○○ ○○
	製造部　○○ ○○
研究開発部　○○ ○○

	欠席者
	海外事業部　○○ ○○

	内容
	(1) 秋冬新商品ラインの品質検査体制の検討
(2) 主力新商品「モイストヴェール」シリーズの品質管理計画
(3) 製造部との連携体制について

	決定事項
	(1) 秋冬新商品ラインの品質検査スケジュールについて
秋冬シーズンの新商品リリースは、現時点で全15アイテムを予定している。特に10月に主力アイテムの発売が集中するため、事前の品質検査体制を入念に整える。過去の検査データから、成分の安定性検査において不具合が発見されるケースが特に多い傾向にあることから、該当項目について重点的な検査体制を強化していく方針とする。
(2) 「モイストヴェール」シリーズの品質管理について
10月発売の「モイストヴェール　オータムエディション」については、前シーズン以上の出荷数を見込んでおり、前回よりも厳格で網羅的な品質検査フローを構築していく。あわせて、12月発売予定の新シリーズ3商品も重要案件と位置付け、それぞれの処方特性に合わせた個別の検査基準を設定する。また、3商品合同での安定性試験についても進行中であり、現在2つの外部検査機関より試験受託のオファーを受けている状況を報告した。
(3) 東北エリア新工場稼働に伴う品質体制について
東北新工場が10月より新たに稼働開始する予定であり、これにより生産能力が強化される見込みである。これに伴い、当該工場における品質管理体制についても整備を図る方針とし、製造部担当者との情報共有を密に行っていく。今期は、新工場に関する品質管理定例会議の開催頻度を、これまでの月1回から隔週へと増やすこととする。

	作成者
	品質保証 ○○ ○○



